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【要注意食材一覧】赤字は基準値超過、または流通品
　原木シイタケ

埼玉県 74Bq/kg
9/14厚労省日報第479報  流通品



埼玉県　71Bq/kg
11/16厚労省日報第524報

宮城県 628Bq/kg
10/15宮城県加美町放射能測定だより

　


茨城県　71Bq/kg 
10/18厚労省日報第501報

　


群馬県　64Bq/kg　
11/2厚労省日報第514報




群馬県
94Bq/kg
11/19厚労省日報第525報




栃木県　82Bq/kg
11/28厚労省日報第531報




栃木県120Bq/kg
11/28厚労省日報第531報

千葉県　81Bq/kg
11/13厚労省日報第521報




千葉県100Bq/kg
11/22厚労省日報第528報
  乾シイタケ

岩手県1100Bq/kg
9/14厚労省日報第479報  流通品
　


大分県　11Bq/kg
10/29厚労省日報第509報　流通品



静岡県
77Bq/kg
11/30厚労省日報第533報
　菌床シイタケ

栃木県
96Bq/kg
10/24厚労省日報第505報



群馬県
56Bq/kg
11/19厚労省日報第525報

※キノコ類は食品の中でもセシウムの移行率が格段に高く、また、原木産地の大半を北関東に頼っている事情から、栽培地が遠くても高い数値が検出される例が多くあります。また、菌床の材料に使われるおがくずや米ぬかによっては、菌床栽培でも非常に高い数値が出ます。

クリ


岩手県
  89Bq/kg
9/28厚労省日報第488報
千葉県
　85Bq/kg
9/7 厚労省日報第473報




千葉県
89.1Bq/kg
9/11さいたまラボ（民間測定所）
栃木県　170Bq/kg
9/13厚労省日報第477報
栃木県　220Bq/kg
9/13厚労省日報第477報
栃木県　260Bq/kg
9/13厚労省日報第477報
栃木県　180Bq/kg
9/14厚労省日報第478報
茨城県
28.3Bq/kg
9/18座間放射能測定室検査結果

茨城県
　63Bq/kg
9/26生活クラブ検査結果
茨城県
　77Bq/kg
10/5生活クラブ検査結果
茨城県
　35Bq/kg
10/18厚労省日報第501報　流通品
※栗は実の部分に放射能を蓄えます。皮をむいてもほぼ変わりません。また、栗ご飯などにすると含有するセシウムの約65%が煮汁に移行するという実験結果（NPO法人ベクまる）もあります。
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レンコン

茨城県　58Bq/kg
9/4  生活クラブ検査結果



茨城県
 22Bq/kg
12/9生活クラブ検査結果



栃木県
 30Bq/kg
9/28厚労省日報第488報



茨城県
 80q/kg
12/1生活クラブ検査結果

※レンコンは主に水田で栽培されます。水田の中には放射性物質を吸着しやすい泥が堆積しており、また、こうした環境では次第に乾燥・濃縮が繰り返され、何も対策をしていない場所では年々数値が上昇する傾向にあります。茨城県は関東レンコンの主要な産地ですが、自治体による検査や報告例が少ないため、実態が不明瞭な状況です。
　ギンナン

茨城県　27.5Bq/kg
9/20  CRMSせたがや  流通品
茨城県
20.5Bq/kg
11/20 CRMSせたがや 流通品



東京都　28.5Bq/kg
11/21 CRMSせたがや　流通品
　
　サツマイモ

茨城県　7.7Bq/kg
10/25厚労省日報第507報

　大豆


岩手県　57Bq/kg
11/1厚労省日報第513報




岩手県130Bq/kg
11/20厚労省日報第526報




岩手県
76Bq/kg
11/22厚労省日報第528報

宮城県　42Bq/kg
11/12厚労省日報第520報




宮城県210Bq/kg
11/21厚労省日報第527報

※11月以降、24年度産大豆からの検出例が相次いでいます。大豆は12月末まで暫定基準値500Bq/kgが延長適用されており、200Bq/kgを超えるものも適合品として様々に姿を変えて市場に流通します。実際、せたがや測定所にて「国産大豆使用」とされた豆腐や納豆からの検出例もあります。
マダラ

岩手県
52Bq/kg
9/28厚労省日報第488報



北海道43.5Bq/kg
12/7座間放射能測定室  流通品
　


北海道
30Bq/kg
12/9座間放射能測定室  流通品



岩手県
47Bq/kg
8/30厚労省日報第467報



岩手県　54Bq/kg
9/6　厚労省日報第472報



岩手県　81Bq/kg
10/7厚労省日報第500報流通品



青森県
67Bq/kg
10/23厚労省日報第504報




青森県
78Bq/kg
11/29第532報




宮城県
99Bq/kg
10/31厚労省日報第511報
２０１２．１２．１４

作成　世田谷こども守る会
　玄米


千葉県
33Bq/kg
9/6　厚労省日報第472報
茨城県
27Bq/kg
9/28厚労省日報第488報
茨城県
29Bq/kg
9/28厚労省日報第488報
茨城県
44Bq/kg
9/28厚労省日報第488報



群馬県
35Bq/kg
9/28厚労省日報第488報　



栃木県
54Bq/kg
10/24厚労省日報第505報




栃木県
56Bq/kg
10/30厚労省日報第510報




山形県
11Bq/kg
11/14厚労省日報第522報

※玄米は精米することにより放射性物質の7割を除去できる（放射線医学総合研究所）。しかし、言い換えれば、3割は残るということです。44Bq/kgの玄米は、精米後も13.2Bq/kgの放射性セシウムを含有する計算になります。
柑橘類
（みかん）埼玉県　21Bq/kg
10/26 厚労省日報第508報



 千葉県
 36Bq/kg
11/16厚労省日報第524報

（ゆず）東京都　7.2Bq/kg
12/11 CRMSせたがや

千葉県
 53Bq/kg
11/9厚労省日報第519報
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【サンプル】
厚労省日報ダイジェスト10月24日（第505・506報）

岩手県のソバは、引き続き高めの数値ですが、基準値超の数値が検出された2日後には検体を増やし地域を広げた検査を行う岩手県の姿勢には、誠意を感じます。今回検出があったのは、金ヶ崎町と奥州町でした。

栃木県では、250を超える検体数の7割にあたる183検体からの検出が認められ、うち25件は20Bq/kg以上です。栽培キノコ類も多く検査されていましたが、今回検査されたシイタケとマイタケの間で、本来ならば数値が高く出そうな原木と、菌床との数値の逆転のような傾向が見られました。また、近頃は北関東・東北圏の原乳や牛乳からの検出頻度が少し上がって
いる印象です。アメリカでの干ばつがコーンの供給量に影響していると聞いたことがありますので、乳牛のエサとなる牧草、麦、米ぬかなどとのバランスが一部変わってきているのかもしれません。今後の牛乳の動向には注視が必要です。

北海道・流通品マダラ　25Bq/kg

青森県・野生キノコ4検体　うち1件基準値超（120Bq/kg）
岩手県・牛肉57検体いずれも限界値25Bq/kg以下

岩手県・ソバ24検体　うち7件7.1～38Bq/kg

宮城県・露地青ユズ　25Bq/kg

宮城県・露地アズキ　61Bq/kg

宮城県・露地菌床マイタケ2検体　36および38Bq/kg

宮城県・マダラ10検体　うち9件　4.5～43Bq/kg

宮城県・その他天然海産物40検体　うち30件0.57～54Bq/kg

宮城県・露地菌床マイタケ8検体　うち1件47Bq/kg　他いずれも限界値25Bq/kg以下

宮城県・露地ハタケシメジ2検体　うち1件34Bq/kg

宮城県・露地原木ナメコ2検体　うち1件28Bq/kg

宮城県・ソバ12検体　うち5件2.9～23Bq/kg

宮城県・野生鳥獣肉10検体　うち4件基準値超（最大400Bq/kg）
　他すべて8.1～70Bq/kg

栃木県・玄米261検体　うち183件2.2～54Bq/kg

栃木県・ソバ6検体　うち2件5および5.3Bq/kg

栃木県・菌床エリンギ　32Bq/kg

栃木県・菌床シイタケ22検体　すべて5.6～96Bq/kg

栃木県・原木シイタケ5検体　すべて6.5～15Bq/kg

栃木県・菌床ヒラタケ4検体　うち3件　2～22Bq/kg

栃木県・ハウス菌床ブナシメジ2検体　1.3および21Bq/kg

栃木県・ハウス菌床マイタケ6検体　うち5件　5.9～21Bq/kg
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栃木県・ハウス原木マイタケ　4.2Bq/kg

栃木県・露地原木ナメコ2検体　うち1件基準値超（110Bq/kg）

　他56Bq/kg

栃木県那須町・流通品牛乳2検体　うち1件　1.8Bq/kg

群馬県高崎市・露地コンニャク生イモ3検体　うち1件　9Bq/kg

群馬県・CS原乳3検体　うち1件　1.4Bq/kg

神奈川県・ミカン2検体　うち1件　2.8Bq/kg

秋田県・胚芽米3検体　いずれもGe1.0～1.5Bq/kg

山梨県・野生鳥獣肉8検体　うち2件8.7および72Bq/kg

参照：　http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002mpoi.html
厚労省日報ダイジェスト10月26日（第508報）
さて、26日は岩手県と埼玉県で、基準値超の野生キノコが報告されました。また、群馬県の牛肉からも基準値超（190Bq/kg）が見つかっています。詳細を調べると、牛は4～8月までは汚染されていない牧草を食べており、9月から基準値（100Bq/kg）の範囲内の飼料を与えられ、出荷されたとのことでした。基準値未満の飼料でも、日々食べ続ければ排出が追いつかず、約2ヵ月後には筋肉に倍近くの量を蓄積してしまうという実例は、牛と人間との違いはあるにせよ、私たちの身にも置き換えてしっかりと考えたほうがよさそうです。その他では、カキ、ユズ、ギンナン、ソバからの検出報告が目立ちます。埼玉県三郷市のミカン21Bq/kgは、思っていた以上に高い数値です。

北海道・流通品マダラ　19Bq/kg

岩手県・原乳12検体　うち2件　1.9および2.8Bq/kg

岩手県・マダラ12検体　うち11件4.0～27Bq/kg

岩手県・ブリ3検体　うち1件2.3Bq/kg

岩手県・ヒラメ3検体　うち1件　19Bq/kg

岩手県・牛肉56検体　いずれも限界値25Bq/kg以下

岩手県・大豆10検体　うち6件4.1～19Bq/kg

岩手県・野生キノコ類3検体　うち2件基準値超（130Bq/kg）
　他17Bq/kg

岩手県・ソバ29検体　うち5件5.2～14Bq/kg

宮城県・原乳5検体　いずれもGe2.1～9.8Bq/kg以下
宮城県・ハウス菌床シイタケ　11Bq/kg

宮城県・天然海産物22検体　うち13件　0.38～52Bq/kg

茨城県・CS原乳3検体　いずれもGe0.77～1.24Bq/kg以下

茨城県・マダラ5検体　すべて6.4～38Bq/kg

茨城県・海産物38検体　うち26件　1.6～29Bq/kg

茨城県霞ヶ浦・淡水魚5検体　21～99Bq/kg
栃木県・ハウス原木シイタケ　32Bq/kg

栃木県・露地原木ナメコ　37Bq/kg

栃木県・ニラ6検体　いずれもGe7.2～12Bq/kg以下

栃木県・カキ4検体　うち2件 11および21Bq/kg

栃木県・キウイフルーツ11検体　うち2件　2.7および3.8Bq/kg

栃木県・ギンナン4検体　うち1件57Bq/kg（那須塩原市）

栃木県・ユズ5検体　うち4件　3.1～9.1Bq/kg

栃木県・CS原乳3検体　いずれもGe2.8～3.0Bq/kg以下

栃木県・ソバ28検体　うち2件　4.2および7.2Bq/kg

群馬県・玄米27検体　うち8件　3.0～18Bq/kg

群馬県・ソバ5検体　うち1件29Bq/kg（沼田市）

群馬県・野生鳥獣肉20検体　うち6件基準値超（最大480Bq/kg）
　他11件　10～86Bq/kg

群馬県・牛肉92検体　うち1件基準値超（190Bq/kg）

埼玉県三郷市・ミカン3検体　すべて8～21Bq/kg

埼玉県・原木キノコ類8検体　うち6件　6.9～29Bq/kg

埼玉県・ソバ5検体　いずれもGe5.6～9.1Bq/kg以下

埼玉県・CS原乳2検体　0.3および0.5Bq/kg以下

埼玉県宮沢湖・ワカサギ　5.1Bq/kg

埼玉県ときがわ町・野生キノコ3検体　すべて基準値超（最大230Bq/kg）
千葉県柏市/我孫子市・カキ4検体　すべて3.1～14Bq/kg

千葉県栄町・ユズ3検体　うち2件　21および31Bq/kg

千葉県東金市/茂原市/山武市・カキ3検体　いずれもGe4.2～5.1Bq/kg以下

千葉県富津市・カキ2検体　Ge3.9および4.0Bq/kg以下

千葉県木更津市・キウイフルーツ　2.2Bq/kg

千葉県香取市・水産物4検体　すべて4.7～23Bq/kg

神奈川県芦ノ湖・オオグチバス　79Bq/kg

大分県・流通品原木乾シイタケ（乾燥状態）　Ge8.1Bq/kg以下

山梨県富士河口湖・ヒメマス　19Bq/kg

京都府・給食3検体　いずれもGe1.0Bq/kg以下

参照：　http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002mxu6.html
